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０５３大作戦
～ステージ４～

の概要について

ゼ ロ ご み



１　０５３大作戦とは

　０５３大作戦は、より多くの市民の方々にごみ減量とリサイクルの重要性を

認識していただき、ごみの減量化とリサイクルの推進に、まちぐるみで考え、

まちぐるみで参加し、まちぐるみで行動する、取組です。

　１回目を平成１９年度に実施し、下図のように今まで３回実施しています。

　大作戦開始前の平成１８年度と平成２５年度との比較で、ごみの総排出量は

約１万５千トン減少し、リサイクル率は約１４％向上しています。

２　０５３大作戦～ステージ４～

　これまでの取組を検証して、分別のさらなる徹底を周知するほか、不法投棄

や不適正排出の対策強化など、環境美化に取り組むために、市民・企業市民・

行政が協働し、以下のスローガンと３つのテーマで取組を展開します。

 テーマ１　みんなでチャレンジ！　ごみ減量とリサイクル

　分別意識の啓発や分別知識の周知により、さらなるごみ減量とリサ

イクル推進に向けて、引き続き取組を実施します。 （ １４事業 ）

 テーマ２　みんなでまもろう！　ごみ出しルール

　不法投棄や不適正排出への取組を強化します。 （ １０事業 ）

 テーマ３　みんなでめざそう！　クリーンなまちづくり

　市民および次世代市民の方々にわかりやすく啓発等を行うことによ

り、ぽい捨てのないクリーンなとまこまいへの取組を実施します。
（ １２事業 ）

３　目標

　まちぐるみの取組で、平成２７年度のリサイクル率 ３０％ の達成を目標と

しています。

 (C) 2011 苫小牧市－ １ －

とまこまい
" Let's keep Tomakomai clean and green "

みらいにつなごう　０５３のまち
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０５３大作戦

ｅｃｏライフ大作戦
～０５３ステージ２～

０５３大作戦～ステージ３～

 ・ 一人1日10gのごみ減量
 ・ 水切りなどでの生ごみ減量
 　 推進
 ・「ペットボトルキャップを
 　 ワクチンへ」事業

 ・ 一人1日10gのごみ減量
 ・ マイバックの推進
 ・ 環境教育副読本の小中学校
 　 配布

 ・ 家庭ごみ有料化・紙類資源
 　 化開始へ向けた周知
 ・ 折りたたみステーションの
 　 普及開始
 ・ 集団回収奨励金の拡充

ゼ ロ ご み

（ H19.4 ～ H20.3 )

（ H21.4 ～ H22.3 )

（ H24.4 ～ H25.6 )

０５３大作戦の名称の由来
「北の暮らし歳時記」(北海道教育大学 伊藤隆一 著)の中での郵便

番号０５３にちなんで、苫小牧が、ごみなのない美しいまちになる

ように、との内容から ０５３大作戦 という名称が生まれました。



４　０５３大作戦 ～ステージ４～ 事業内容

 ◎レジ袋辞退率の調査と再啓発

　レジ袋の辞退率を調べて、市民の方々にどの程

度浸透しているかを検証し、啓発イベント等によ

るマイバックの利用などの再啓発を実施します。

 ◎ごみ処理施設および０５３企業見学会

　リサイクルへの理解を深めるため、夏休みの親

子連れや学校の社会見学を対象にした、ごみの減

量やリサイクルなど環境問題に積極的に取り組ん

でいる事業所などの見学会を実施します。

 ◎３きりエコクッキング

　ご家庭から排出される生ごみの減量を図るため、

食材を無駄にしない料理講座を開催します。

 ◎古本リユース事業

　主要古紙の回収拠点であるリサイクルプラザ苫

小牧に、市民の方々から持ち込まれる雑誌のうち

まだ使える書籍などの古本のリユースを、資源の

再利用を目的に実施します。

 ◎事業系ごみ多量排出事業所への減量啓発

　事業系ごみの多量排出事業所に対し、排出状況

の調査や助言を行い、企業市民の方々へ、ごみ減

量の意識向上を促してまいります。

 堆肥化普及講習会等による生ごみの減量啓発

 リサイクルプラザ啓発事業

 リサイクルボックス設置事業

 廃食油拠点回収事業

 蛍光管拠点回収事業

 古着古布回収事業

 集団回収促進事業

 生ごみ堆肥化容器等購入助成事業

 リサイクルハウス設置助成事業

◎ は新規事業
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6月～

－ ２ －

 テーマ１

 みんなでチャレンジ！
 　ごみ減量とリサイクル

テーマ 事　業　名
スケジュール

（予定）

通年

通年

通年

随時

随時

9月～

随時

通年

随時

通年

概要

概要

概要

概要

概要



 ◎次世代市民に向けた出前講座等の開催

　次世代を担う小中高校生等に、知っておくべき

ごみ分別方法などを伝える講座を開催し、ごみ減

量とリサイクル推進への意識の向上を図ります。

 ◎転入者に対するごみ分別排出ルールの周知と相談会開催

　本市への転入者に対し本庁舎１階ロビーで相談

会を開催し、ごみ排出ルールを周知することで、

ごみ分別と適正排出への協力をお願いします。

 ◎共同住宅入居者へのごみ排出マナーの啓発

　苫小牧市共同住宅ごみ排出マナー改善対策協議

会と連携し、共同住宅の入居者へごみの分別・適

正排出等について周知・啓発活動を実施します。

 ◎ペットボトルキャップ取り外し等の再啓発

　過去の０５３大作戦での取組を検証し、再啓発

する対象を選定し、ペットボトルキャップ取り外

し等について、周知・啓発活動を実施します。

 ◎事業所を対象とした分別や処理方法の講習会

　事業所を対象に、事業系ごみの分別や処理方法

について講習会を開催し、適正処理の啓発とさら

なるごみ減量及びリサイクル推進を図ります。

 ◎共同住宅優良ごみステーション認定制度

　共同住宅での不適正排出抑制を目的に、苫小牧

市共同住宅ごみ排出マナー改善対策協議会と連携

し、優良ごみステーション認定制度を創設します。

 ◎イベントごみ集積場器材貸出制度の創設

　市や町内会のイベントに、分別用ごみ箱や集積

場の表示器材等を無償貸出する制度を設け、ごみ

分別と環境美化に対する意識向上を図ります。

 ◎不法投棄監視カメラ等の設置

　不法投棄多発地域において監視カメラ及び周知

看板等を設置し、不法投棄対策の強化を図ります。

 出前講座等による分別排出の啓発

 折りたたみ式ごみステーションの普及

◎ は新規事業
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スケジュール
（予定）テーマ 事　業　名

－ ３ －

 テーマ２

 みんなでまもろう！
 　　　ごみ出しルール

7月～

4月～

随時

通年

4月～

 3月25日～

7月～

6月～

10月～

7月～

概要

概要

概要

概要

概要

概要

概要

概要



 ◎オープニングイベント

　苫小牧駅隣のココトマで０５３大作戦～ステー

ジ４～のスタートとして、イベントを開催します。

 ◎プラザまつり

　リサイクルプラザ苫小牧でイベントを開催し、

小さな子供から高齢者までの幅広い世代を対象に

ごみ減量とリサイクルへの意識向上を図ります。

 ◎０５３講演会

　有識者による講演会を開催し広く市民の方々に

ごみ減量とリサイクルへの意識向上を図ります。

 ◎エンディングイベント

　０５３大作戦～ステージ４～の終了にあたり、

１年間の取組を振り返るイベントを実施します。

 ◎町内会等による環境美化活動助成金制度

　ごみステーション周辺の花壇整備や町内会の清

掃活動などのほか、町内会や自治会が行う環境美

化活動に対する助成金交付制度を創設します。

 ◎ぽい捨て防止条例の改正と市民周知

　広報や啓発看板等により、ぽい捨て防止を市民

周知するほか、ぽい捨て防止条例を改正します。

 ◎近隣自治体と一般廃棄物処理相互支援協定の締結

　災害等によりごみ処理が困難となるような不測

の事態に備えるため、近隣自治体等との相互支援

協定を締結し、安心安全な処理体制を構築します。

 ◎市職員への０５３講習会とボランティア清掃の呼びかけ

　市職員のごみ分別意識の向上を図ることを目的

に講習会を開催するとともに、環境美化のための

清掃の呼びかけをします。

 ◎企業市民へのボランティア清掃の呼びかけ

　市内の各事業所に対し、大掃除月間に限らず、

定期的にボランティア清掃を実施していただくよ

う広く呼びかけをします。

 小中学校用副読本作成

 中心市街地の道路清掃

 春と秋の０５３の日大掃除

◎ は新規事業

テーマ 事　業　名

 テーマ３

 みんなでめざそう！
 　クリーンなまちづくり

4月～
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スケジュール
（予定）

10月

3月

4月～

概要

概要

概要

概要

概要

概要

概要

概要
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